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 4 安全・安心でのびのびと学習できる教育環境の整備 【教育総務課】 

大項目 1) 教育施設の整備 

中項目 小項目／点検・評価 

(1)学校施設の老

朽化に対応し

た維持補修工

事並びに長寿

命化の推進 

○老朽化した施設の維持・改善を図るため、計画的に改修工事等を実施し

た。 

○学校施設の老朽化に伴い不具合が多く発生したが、学校運営に支障が生

じないよう、修繕を適切、かつ、迅速に行った。 

 ○工事実施状況       63件（工事総額 30,713,460円） 

 

〔主な工事〕 

・時津小学校  消防設備改修             114,950円 

         体育館ステージ照明修理        84,700円 

３階天井修繕                         95,700 円 

・時津北小学校 既存屋内運動場解体工事      17,404,200円 

職員室空調機取替工事        499,400 円 

        給水管漏水修理            72,360円 

・時津東小学校 体育館ステージ下倉庫扉補修     137,500円 

排水管修理             236,500 円 

児童用玄関床張替工事       7,814,400 円 

北側出入り口サッシ改修       345,600 円 

多目的トイレ修理           11,099 円 

・鳴鼓小学校  消防設備改修            299,200円 

駐車場区画線修繕           47,520円 

鉄棒更新工事            847,000 円 

・時津中学校  防球ネット修繕            902,000円 

  各配電盤内開閉器更新工事      294,800円 

        体育館電灯分電盤修理         134,200円 

３階教室棟開閉器取替工事             72,360 円 

・鳴北中学校  倉庫等ガラス補修           76,723円 

衛生器具修理             65,880 円 

 

①老朽校の大規模改修の検討 

○各施設の状況把握及び評価を行うため、学校施設長寿命化計画を策定し

た。 
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中項目 小項目／点検・評価 

 【課題・今後の取組】 

○学校施設は、建設時期が近く多くの施設が老朽化しており、今後、維持

管理・更新について、集中的に大きな財政負担が生じることとなる。そ

のため、維持修繕のコストの平準化を図ると共に、現施設の実用耐力を

鑑み、優先度を考慮しながら、施設の維持管理・更新を計画的に実施す

る。 

  

(2)環境に配慮し

た施設の整備 

〇学習環境の改善のため、中学校のトイレの改修に取り組むとともに、既

に改修している小学校のトイレについても見直しを図っている。 

〇放送設備機器の老朽化に伴い順次更新を行うこととし、今年度は、時津

東小学校及び鳴鼓小学校の放送設備機器の更新を完了した。 

○その他教育環境の改善を図るため、緊急性、危険性のあるものを優先し、

改修工事等を実施した。 

 ○工事実施状況      48件（工事総額 203,246,260円） 

               ※次年度繰越事業 (182,445,000円) 

 

〔主な工事〕 

・時津小学校  側溝蓋取替補修            297,000円 

        入口段差修繕他            183,600円 

・時津北小学校 健康の森剪定             297,000円 

        看板設置               418,000円 

        ジャングルジム移設補修        265,680円 

・時津東小学校 入口段差修繕他            183,600円 

・鳴鼓小学校  電話交換設備等更新工事        341,000円 

法面伐採                297,000円 

        砂場砂入替工事            288,360円 

・鳴北中学校  音楽室カーペット張替工事       699,840円 

        進入路下樹木伐採及び除草       297,000円  

  ・時津東・鳴鼓小学校放送設備更新工事        4,972,000 円 

  ・トイレ改修事業 

   ・時津町小中学校トイレ改修工事実施設計業務委託  13,450,800 円 

   ・時津町小学校トイレ改修工事（R2繰越）          36,300,000円 

   ・時津町中学校トイレ改修工事（R2繰越）     146,145,000円 
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中項目 小項目／点検・評価 

 【課題・今後の取組】 

○トイレ改修事業に関しては、設計業務はすでに完了したところである。

しかしながら、今年度、コロナウィルスの感染拡大などの影響もあり、

中国など海外からの資材の物流に影響がでており、工事を発注するにあ

たり、多数の懸念事項がある状況下である。こうした近況ではあるが、

最善策を見出し発注後の監理を適切に行い工事完成に向けて事業に取り

組むこととする。 

○児童生徒が安心安全で、のびのびと活動できる学習環境作りを目指し、

また、施設の点検を定期的に行うことで細やかな施設の管理を行う。 

〇近年、空調設備や通信設備ネットワーク環境施設の整備など、国による

突発的な事業が発生し時間がない中、現在は対応できている状況と考え

ている。しかしながら、今後も、国、県の施策の動き等には注意しなが

ら情報収集に努め、児童生徒の学習環境の改善が図れるよう事業に取組

む。 

 

(3)小中学校施設

への空調設備

の設置 

〇前年度からの繰越事業として、小中学校における安全で快適な学習環境

を整備するため、町立小中学校の普通教室及び特別教室に空調設備を設

置し、令和元年 7月から稼働を開始した。 

 

〔空調設備工事〕 

  ・時津町小学校空調設備設置工事（H30繰越）       151,902,000 円 

  ・時津町小学校空調設備電気工事（H30繰越）       40,284,000 円 

  ・時津町中学校空調設備設置工事（H30繰越）       75,072,960 円 

・時津町中学校空調設備設置工事（H30繰越）       24,945,840円 
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(全小中学校 空調設備設置) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(時津東小学校・鳴鼓小学校 放送設備更新工事) 

 



56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(時津東小学校 児童用玄関床張替工事) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鳴鼓小学校 鉄棒更新工事) 
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大項目 2) 修学支援等の推進 

中項目 小項目／点検・評価 

(1)幼稚園就園奨

励事業 

①幼稚園就園奨励費補助(平成 31年 4月～令和元年 9月) 

○幼稚園へ就園する幼児の保護者の経済的負担を軽減するため、幼稚園就

園奨励費補助金の給付を行った。 

  ・給付園児数                      171名 

  ・給付額                    11,224,000円 

②施設等利用費の給付（令和元年 10月～令和 2年 3月） 

 ○幼稚園へ就園する幼児の保護者の経済的負担を軽減するため、施設等利

用費（入園料・保育料）の給付を行った。 

  ・給付園児数                      198名 

  ・給付額                    26,703,150円 

○幼稚園に就園し、共働きなど保育が必要な幼児の保護者の経済的負担を 

軽減するため、預かり保育事業の施設等利用費の給付を行った。 

  ・給付園児数                       76名 

  ・給付額                     1,486,300円 

○幼稚園に就園し、低所得や多子世帯の保護者の経済的負担を軽減するた 

め、給食費（副食費）の給付を行った。   

  ・給付園児数                       39名 

  ・給付額                       568,900円 

 

【課題・今後の取組】 

○国が進める幼児教育・保育の無償化に関する法改正に伴い、従来の幼稚

園就園奨励費補助は今年度 9月末で終了し、10月以降、幼稚園の利用者

に対し施設等利用費を給付する新制度が開始された。新たな制度であり、

幼稚園・保護者への周知を図り、制度の適正な運用に努める。 
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中項目 小項目／点検・評価 

(2)要保護・準要

保護児童生徒

援助・特別支

援教育就学奨

励費給付 

 

○経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学校でかかる必

要な経費（学用品費、給食費、修学旅行費等）の援助を行った。 

○教育の機会均等の趣旨に基づき、特別支援学級へ就学する児童生徒の保

護者の経済的負担を軽減するため、就学奨励費の給付を行った。 

 

要保護・準要保護児童生徒援助 

 ・給付人数及び給付額 

 

特別支援教育就学奨励費給付 

  ・給付人数及び給付額 

 人数 給付額 

時津小 9人 292,965円 

時津北小 7人 295,352円 

時津東小 10人 280,051円 

鳴鼓小 3人 110,547円 

時津中 1人 39,768円 

鳴北中 2人 95,196円 

合 計 32人 1,113,879円 

 

【課題・今後の取組】 

○現状においては制度の拡充等の予定はないものの、生活扶助見直しの影

響や近隣市町の動向も注視しながら、就学援助制度の趣旨や目的、実態

を十分考慮した運用に努める。 

 

 要保護 準要保護 

人数 給付額 人数 給付額 

時津小 1人 20,100円 88人 5,730,042円 

時津北小 0人 0円 30人 1,930,845円 

時津東小 1人 19,300円 91人 5,958,487円 

鳴鼓小 0人 0円 32人 2,045,638円 

町外小 0人 0円 7人 41,311円 

時津中 3人 154,586円 85人 9,493,004円 

鳴北中 1人 54,300円 46人 4,743,791円 

町外中 0人 0円 3人 65,731円 

合 計 6人 248,286円 382人 30,008,849円 
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中項目 小項目／点検・評価 

(3）高校、大学等 

進学者に対 

する奨学金 

の貸付 

○経済的な理由によって高校、大学等への修学が困難な方に対する奨学資

金の貸付制度の募集・採用を行い、貸与を実施した。また、予約採用制

度についても周知を図り、募集・内定を行った。 

 

令和元年度実績 

（決定者数） 令和元年度奨学生         1名 

         令和 2年度予約奨学生（内定）   1名 

（支払実績）   1,810,000円（6名） 

  （返納実績）    210,000円（1名） ※大学中退のため辞退 

 

【課題・今後の取組】 

○平成 28年度に創設した制度であるため、引き続き対象者等への周知に努

め制度の定着を図る。令和 2 年度から返還が生じるため、確実な事務を

遂行する。また、他の奨学金制度の現状や動向に関する情報の収集を行

い制度の研究に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


